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1.
泉大津市について
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市域面積 14.33㎢

人口 72,559人

市内中学校数
（公立のみ）

3校

市内中学校
生徒数

1,668人

文化部活動数 10部

泉大津市の現状
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はじめに――運動部活動の状況について
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令和３年度 合同ゆる部活動を展開

（部活動の現状把握、生徒のニーズ調査）

令和５年度 地域ダンスクラブ創設

（総合型地域スポーツクラブへ委託）

令和６年度 地域バトミントンクラブ創設

（総合型地域スポーツクラブへ委託）



令和６年度の活動状況（運動部活動）
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●地域DANCEクラブ
週１回土曜日 １５時～１７時
生 徒 数 ３４名
指 導 者 ４名

●地域バドミントンCLUB
週１回土曜日 ９時～１２時
生 徒 数 ３名
指 導 者 １名
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本市の特徴的な取組――地域交流ゾーン

コミュニティ・スクール等の仕組

みをはじめとする、学校と地域の

連携・協働による「地域とともに

ある学校づくり」や「学校を核と

した地域づくり」を展開し、地域

全体で未来を担う子どもたちの成

長を支える仕組みづくりを具現化

できる施設となるため、地域住民

が、学校の特別教室等を、学校教

育活動を優先にしながら、日常的

に利用できる活動スペースであり、

地域住民と学校（児童・生徒）が

一緒に利用する、交流空間となる

よう整備されたもの

地域交流ゾーンイメージ





地域交流ゾーンのめざす姿

リカレント教育など

大人の学び直し
協働的で個別最適な

こどもの学び

多世代による

協働的な学び

社会教育 学校教育

小中学校内
地域交流ゾーン

連携



地域部活動（文化部）の概要

10

●クラブ名：泉大津市立誠風・東陽・小津中学校吹奏楽部

実施回数 週１回（土曜日）

実施時間帯 9：00～12：00

活動場所 泉大津市立誠風中学校

参加者
令和５年度：40名（R6.2時点）

令和６年度：86名（R7.2時点）

令和７年度：92名（R7.9時点）

会費 月会費2,000円

指導者数 26名（生徒への技術指導を行う）

ただし、事業実施（令和５年10月）
時点で２校、令和６年９月から３校
全てで地域展開を実施した。



地域クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス
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令和４年度 令和５年度 令和６年度

• 団体や学校現場との諸調整

• 地域団体の指導による吹奏楽部部

活動の開始

• 受け皿団の選定や指導対象となる

学校の選定

• 事業実施に向けた協議の開始

• 年間を通じた地域団体の指導による

吹奏楽部部活動の開始

• ３中学合同部活動の開始

●経過

・本事業を活用した部活動指導について、

３者（市、誠風・小津中学校、市吹奏楽

団）間での協議を開始。

●実施にあたって生じた課題

・指導者の選定や指導方法の検証・実施

校の選定（市内３校のうち、どの中学校を

指導するか）

●実施内容、工夫した点 等

・ステークホルダー間での密なコミュニケーショ

ンを意識した。

・市内３中学校吹奏楽部の将来的な合同

部活動(団体による３校の指導)を検討。

●経過

・事業実施に向け、事業内容や実勢体制、

契約内容、受益者負担の考え方等につい

て３者（市、誠風・小津中学校、市吹奏

楽団）間で協議のうえ、令和5年10月か

ら事業実施（誠風・小津の２校）。

●実施にあたって生じた課題

・指導者の選定にあたり、一定の質の確保が

求められることから、指導者の質の向上に向

けた取組が必要。

●実施内容、工夫した点 等

・指導の質もさることながら、生徒との交流に

より自らも学ぶ意欲のある者から指導者を

選定。

●経過

・より効果的かつ効率的に、教員の働き方改革

を推進し、また、生徒がより質の高い文化芸術へ

触れる機会を提供するため、令和6年9月から

３中学校合同による部活動を開始

●実施にあたって生じた課題

・部活動に入部する生徒数が減少傾向のな

か、持続的な部活動実施を目指し、生徒数

の増加につながるような情報発信等による認

知度向上が必要。

●実施内容、工夫した点 等

・まちなかアートフェス2024など、市のイベント等

への出演による生徒の豊かな文化芸術経験の

創出および情報発信。
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【泉大津市】

（事務局）
市との連絡調整

（指導者）
指導者の派遣

・学校、吹奏楽団との連絡調整
（活動場所・使用物品・活動日程等）
・課題や検討事項の整理
・多様な文化芸術の体験や
発表の機会の創出

活動場所の提供

【誠風・東陽・小津中学校】

生徒、保護者への連絡

使用物品の確認

【泉大津市吹奏楽団】

実証事業で把握した課題や成果を市
内で共有しながら、市内全３中学校の
吹奏楽部の地域展開を推進する。

教育委員会

生涯学習課
文化芸術団体との連絡調
整、文化芸術体験機会の
創出、環境整備

指導課
部活動改革の主幹、学校
との連絡調整

首長部局

財政課 予算措置

●行政組織内での役割分担



2.
泉大津市吹奏楽団



泉大津市吹奏楽団
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1966年４月１日

「泉大津市立誠風中学校ＯＢ吹奏楽団」として発足

結成当初は音楽好きな仲間１０数名が集まり活動

演奏活動に加え、地元の様々な活動に参加。毎年市

内中・高等学校を中心に演奏会を開催し、合同演奏

会も実施。

現在５０名活動している。



◯ 泉大津市吹奏楽団の地域貢献として

定期演奏会や地域イベント等の演奏会 泉大津市吹奏楽団 HP
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泉大津市吹奏楽団ホームページ - izumiotsu-city-band ページ！(jimdofree.com)より



文化部活動の地域展開等に向けた実証事業
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令和５年１０月から

泉大津市吹奏楽団と泉大津市が委託契約締結のうえ、

泉大津市立誠風中学校を活動場所とし実証事業を実施。

原則、毎週土曜日午前中の部活動時、吹奏楽団員３名

程度により、生徒への技術指導を行う。

第41回 泉大津市民音楽祭～吹奏楽の部～



3.
泉大津市立
誠風・東陽・小津
中学校 吹奏楽部

Ｒ6.9より合同バンドとして活動



3. 泉大津市立誠風・東陽・小津中学校 吹奏楽部
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誠風・東陽中学校については創部以来５０年を越え

る歴史があり、多い時期では部員数１００名を超える

大所帯クラブ。小津中学校も大規模校ではないものの、

吹奏楽部を有し、市内３中学校がそれぞれ依頼演奏や

吹奏楽コンクールなどに参加。

コロナ禍で活動が制限され部員数も激減。

コロナ後も部員数の激減が止まらず、活動が大きく

制限される時期が続いた。



3. 泉大津市立誠風・東陽・小津中学校 吹奏楽部
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学校の建て替えによる活動場所の確保が困難になり、

部員数の減少も重なり、令和５年10月より同市小津中

学校吹奏楽部と合同練習を開始。また、令和６年９月

より同市東陽中学校も合同参加。

誠風中学校吹奏楽部 ５９名

東陽中学校吹奏楽部 ２４名

小津中学校吹奏楽部 ９名 計92名

令和７年９月時点



4.
吹奏楽部における
指導について



吹奏楽部における指導
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楽器の種類

<木管楽器>

・フルート

・クラリネット

・サックス

<金管楽器>

・トランペット

・トロンボーン

・ホルン

・ユーフォニウム

・チューバ<弦楽器>

・ストリングベース

<打楽器>

・ドラム

・ティンパニ

・スネアドラム

・バスドラム

・シンバル

・鍵盤 etc…

合奏
指導



◯ 各楽器の技術指導

フルートパート クラリネットパート
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トランペットパート



◯ 各楽器の技術指導

サックスパート 合奏指導
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低音パート



5.
地域展開に向けて
の成果・課題と
今後の取組



成果①
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〇吹奏楽部顧問の働き方改革
令和５年度に２中学校（誠風・小津）の地域展開を、令和６

年度に３中学校すべての地域展開を実施することにより、各校

の吹奏楽部顧問が実施していた部活動指導のための休日時間の

減少につながった。



成果②
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〇演奏機会の創出
泉大津市吹奏楽団と中学校部員は、本市市域全体

で行うアートイベントである「まちなかアートフェ

ス」へ出演し、コラボレーションによる楽曲を披露

するなど、部活動指導を通じて得られたつながりや

成果を、市民や地域に還元する機会となった。

大人と一緒にステージでの合奏を経験することで、

生徒の演奏技術や芸術性の向上を図るとともに、協

調性がはぐくまれ、意欲向上にもつながった。



成果③
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〇専門的な技術指導による演奏技術等の向上
木管、金管、打楽器や弦楽器など、多様なパート

で構成される吹奏楽において、顧問教員では実現が

難しいパート別の専門的な指導を行うことで、生徒

の演奏技術や芸術性の向上等、部活動の内容の充実

につながった。



成果③
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〇専門的な技術指導による演奏技術等の向上
演奏会における来場者数は去年度に比べ増加した。

また、第64回大阪府吹奏楽コンクール（2025年度）

南地区大会では泉大津市として12年ぶりに金賞代表に

選出。

続いて開催された大阪府大会でも銀賞に輝くなど、

優秀な成績を収めている。



課題①
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〇財源の確保
現状、地域文化クラブ活動を行う上での収入は、受益者負担として吹奏楽部の部費と、

「文化部活動改革（地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業）」実施に伴う本市から

の委託料（国費100％）としており、楽団員への指導者謝礼や楽器の運搬費に充てているが、

持続的・継続的に地域文化クラブ活動を行っていくため、今後いかに安定した収入（活動財

源）を確保できるかが課題。

今後、受益者負担額の見直しを行うなど、財源確保について検討を行う。今後の取組



課題②
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〇活動場所の確保
パート別の練習は実施しているが、複数の活動場所確保が難しい状況があり、全体練習の

時間が中心となっている状態がある。

学校施設のセキュリティの課題を整理し、地域交流ゾーン（市内小中学

校の教室の一部を開放）利用促進が図れるよう検討していく。
今後の取組



ありがとうございました

プレゼンテーションのタイトル 31


